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■東御市の概要 

 東御市は、長野県の東部に位置し、北は上信越高原国立公園の浅間連山を背にし、南は蓼科、八

ヶ岳連峰の雄大な山並み、島崎藤村が詩に詠んだ千曲川と鹿曲川の清流が織りなす豊かな風土と歴

史に恵まれています。 

 市の北部にかかる上信越高原国立公園の湯の丸高原は、レンゲツツジの大群落、コマクサ、アヤ

メ、マツムシソウなど、多種類に及ぶ高山植物の宝庫で、フラワートレッキングに最適の花高原と

して親しまれています。また、高地トレーニング施設としても整備を進めており、既に利用を開始

している一部の施設では、スポーツ選手たちが自らの力を高めるために練習に励んでいます。 

 歴史的には馬の産地として知られ、平安時代の信濃御牧（官牧）十六牧の中でも最も貢馬が多か

ったと伝えられており、中世には東信地方一帯を支配してきた海野氏をはじめ、望月氏、布下氏、

諸沢氏によって統治されてきました。また、日本の道百選に選ばれた北国街道海野宿は江戸時代の

面影を残し、現在では観光の要所となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所の位置（本庁舎） 東経：138 度 20 分 北緯：36 度 21 分 標高：海抜 533ｍ 

面積 112.37ｋ㎡ 

人口／世帯数 

（Ｒ4.4.1 住民基本台帳） 
人口：29,605 人 世帯数：12,319 世帯 

市花 レンゲツツジ 

湯の丸高原のレンゲツツジ群落

は、市の観光のシンボルともな

っており、毎年多くの観光客が

訪れます。 

レンゲツツジ群落は、昭和 31 年

に国の特別天然記念物に指定さ

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市木 くるみ 

明治初めから導入され、大正時

代には盛んに栽培されました。

東御市は、雨が少なく南傾斜で

日当たりのよい地形に恵まれ、

栽培に最適な環境です。市内に

は原種木があり、一般家庭でも

古くから見られる身近な木で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市蝶 オオルリシジミ 

名前のとおりオスメスともに羽

の表面がルリ色の美しい蝶で

す。 

近年では絶滅もしくは激減し、

現在では、新潟県、長野県のごく

限られた地域と熊本県にのみ確

実な生息地が知られています。 

東御市の天然記念物にも指定さ

れています。 
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■東御市民憲章 

 東御市は、烏帽子、蓼科をはじめとした雄大な山並み、千曲の清流が織りなす豊かな風土と長い

歴史に育まれた美しいまちです。自然の恵みをうけた郷土は、先人たちの英知とたゆまぬ努力によ

って築かれました。 

 わたしたちは、このまちに生きることに歓びと誇りをもち、未来（あした）に輝くまちをつくる

ため、ここに市民憲章を定めます。 

 

１ 自然を大切にし、環境と調和した美しいまちをつくります。 

１ ともに支えあい、健やかで安心して暮らせるまちをつくります。 

１ 思いやりの心をもち、子どもたちがのびやかに育つまちをつくります。 

１ 芸術や伝統に親しみ、文化の薫るまちをつくります。 

１ 活力ある産業を育み、若者がつどう豊かなまちをつくります。 

 

                           平成 18 年 10 月３日制定 

 

 

■市章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■友好都市、姉妹都市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東御市の頭文字「と」をモチーフに、豊かな自

然、人と人の鮮烈な出会いと合併による新市の融

合を象徴しています。 

橙色の楕円は太陽を、中心の青い弧は千曲川の

流れを、そして空色の弧はさわやかな風を表して

います。 

姉妹都市 

アメリカ合衆国 オレゴン州マドラス市 

 マドラス市は、オレゴン州の中心的都市ポート

ランド市の南東約 250ｋｍに位置し、人口は約

6,000 人です。 

 標高約 700ｍの平坦な農村地帯ですが、郡の中

心部であることに加え、幹線道路が交差している

ことから、小学校４校とミドルスクール、高校が

あり、生徒は合計で 2,700 人に及びます。 

友好都市 

東京都大田区 

平成４年に大田区が区民休養施設の建設用地

を決定したことがきっかけで、友好都市提携を締

結しました。 

 毎年、９月に東御市で開催する「巨峰の王国ま

つり」と、11 月に大田区で開催される「ＯＴＡふ

れあいフェスタ」では、住民同士が相互に参加し

交流を深めています。 
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○地の利を活かした再生可能エネルギーの活用の推進 

  ・脱炭素社会の構築 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ごみの適正処理と減量・資源化の推進 

  ・生ごみリサイクルシステムの適正な運営 

 

 

 

 

豊
か
な
自
然
と 

人
が
共
生
す
る
ま
ち 

本
市
の
恵
み
豊
か
な
自
然
環
境
を
市
民
共
有
の
財
産

と
し
て
次
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
自
然
を
愛
し
、
親
し
み
、
守
り
、
育
て
る
こ
と

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
が
潤
い
と
豊
か
さ
を
実
感

し
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
農
村
環
境
や

水
辺
環
境
の
保
全
や
整
備
を
市
民
と
行
政
が
協
力
し
て

取
り
組
み
、
水
と
緑
に
包
ま
れ
た
魅
力
あ
る
生
活
景
観

の
形
成
に
よ
る
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
市
民
と
行
政
が
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
や
ご
み
排
出
量
の
削
減
、
資
源
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
進
め
、
循
環
型
・
脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

令和５年度重点事業 

 

  
 

▲環境と調和した循環型社会を目

指し、市有林の活用を進めていま

す。市有林の木材を保育園の建築

用材として活用する取り組みや、

企業と連携した森林保全活動を推

進しています。 

一般家庭の建物のスペース等に無償で太陽

光発電設備を設置等することにより、再生可能

エネルギーの地産地消を推進する「地域電力会

社」の設立を支援します。（市役所設置の太陽光

発電パネル） 

私たち一人ひとりが気候変動対策にしっか

り向き合い、本市の豊かな自然環境を守り、未

来を生きる世代につなげていくために行動し

ていく必要があることから、「とうみ気候非常

事態宣言をしました。 
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 ○安全・快適な道路環境の整備 

  ・市道県東深井線の歩道設置事業の促進 

・市道金井片羽線の歩道設置事業の促進 

・道路ストック総点検結果等に基づく 

舗装・橋梁・道路付属構造物修繕事業の促進 

 

 ○公共交通の利便性の向上 

・地域公共交通計画に基づく持続可能な 

公共交通システムの再編 

 

 ○下水道事業の経営基盤の充実 

  ・下水道施設の統廃合事業の推進 

 

 ○防災意識の高揚と防災体制の充実 

  ・防災重点農業用ため池の耐震化及び 

農業用施設の長寿命化の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 
身
近
な
生
活
道
路
や
幹
線
道
路
網
の
整
備
、
公
共
交

通
の
充
実
、
上
下
水
道
等
の
社
会
基
盤
施
設
の
整
備
に

努
め
、
住
環
境
の
質
の
向
上
に
よ
る
快
適
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
行
政
が
行
う
防
災
・
減
災
対
策
に
加
え
、
市

民
が
主
体
と
な
っ
た
防
災
活
動
を
推
進
し
、
家
庭
、
地

域
、
行
政
が
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
地
域
消
防
体
制
の
充
実
や
地
域
防
犯
活
動

や
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、
消
費
生
活
の
相

談
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
市
民
の
生
命
や
財
産
を

守
り
、
市
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

 
▲市防災訓練にあわせ、各区では自主防

災体制の確認を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

▲防災ラジオ端末を配布し、市民へ行政

情報や災害情報等を伝達しています。 

 

▲児童・生徒が安全に通行できるよう、地下道へ続く

歩道を設置します。（市道金井片羽線） 

令和５年度重点事業 

▲地域公共交通として利用されている新しい

車両になったデマンドバス 
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○子育て家庭への細やかな支援の充実 

 ・子どもサポートセンター機能の強化による、子どもの 

生きる力を育む「子育て・子育ち」支援の充実 

 

○安全・安心な子どもの居場所づくりと教育環境の整備 

・滋野児童館建設 

・子どもと家庭を支える「子ども第三の居場所」の建設 

 

○豊かな心と健やかな身体を育む教育の推進 

 ・不登校対策及び特別支援教育の充実 

 

○確かな学力と学びを考える力を育む教育の推進 

・学力・体力の向上対策及び学校教育におけるＩＣＴの活用の推進 

 

○人づくり、地域づくりにつながる生涯学習の推進 

 ・家庭、地域、学校及び公共図書館が連携し読書に親しむ機会の提供 

 と読書活動の推進 

 ・公民館活動の情報発信の充実と子どもたちや地域ニーズに即した 

生涯学習、公民館活動の推進 

 

○「する、みる、ささえる」スポーツ活動の推進 

 ・総合型地域スポーツクラブ活動助成事業 

 

 
 

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
に
お
い
て
は
児
童
生

徒
の
能
力
と
個
性
を
引
き
出
し
、
児
童
生
徒
自
ら
が
人

生
を
切
り
開
く
力
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
質

の
高
い
教
育
環
境
を
整
備
す
る
ほ
か
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
全
体
で
次
代
を
担

う
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
市
民
が
い
つ
ま
で
も
充
実
感
や
誇
り
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
生
涯
学
習
機
能
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
郷
土
の
多
彩
な
歴
史
的
資
源
や
文
化
財
の
保

全
・
活
用
、
郷
土
の
伝
統
文
化
の
継
承
等
を
通
じ
た
文

化
芸
術
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
、
文
化
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
▲子育て支援センターでは、子育
てに関する相談体制を整えている
ほか、様々なイベントを開催して
います。 

▲総合型地域スポーツクラブ「サニー・
とうみ」でのカヌー体験 

令和５年度重点事業 

▲東部子育てサポートセンター

で遊ぶ子どもたち。同建物内にあ

る子どもサポートセンターでは、

子どもの成長や発達のサポート

事業に取り組みます。 
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○ひとり親・生活保護・生活困窮世帯の自立支援と生活の安定 

・妊娠出産包括支援の充実 

・生活習慣病予防による健康づくりの推進 

 

○ひとり親・生活保護・生活困窮世帯の自立支援と 

生活の安定 

 ・生活困窮者やひきこもりなどに対する 

重層的な相談体制の充実 

 

○高齢者が活躍するまちづくりの推進 

・高齢者福祉拠点の整備 

 

○介護予防（フレイル対策）の推進 

 ・信州 ACE プロジェクトの実践による 

高齢者のフレイル対策の総合的な推進 

 

○地域包括ケアシステムの確立 

 ・在宅医療・介護の連携強化 

 ・地域の支えあい体制づくりの推進 

 

 

 

 

 
 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健

康
に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
市
民
主
体
の

健
康
増
進
活
動
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
市

民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
い
き
い
き
と
健
康
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
（
児
）
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
元
気
に

暮
ら
せ
る
こ
と
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も

が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
絆
に
よ
る
心
の
か
よ

い
あ
う
ふ
れ
あ
い
、
助
け
あ
い
を
基
本
と
し
た
地
域
で

の
助
け
あ
い
の
し
く
み
を
創
り
、
み
ん
な
で
支
え
合
う

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

 

 

▲東御市が運営する医療機関は、

「東御市民病院」、「みまき温泉診療

所」、「助産所とうみ」があり、安心

して医療が受けられる体制を整備

しています。 

 

令和５年度重点事業 

▲医療・介護の相談窓口の様子 

▲高齢者福祉拠点の整備では、年齢や性別等

に関わらずすべての人が楽しめるスポーツ

「ボッチャ」のコートが常設され、多世代が交

流できる場所とします。 
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○東御ブランドの確立と特産品の振興 

 ・ワイン用ぶどう苗木の安定供給と品質向上のための取組み 

・御堂地区ワイン振興施設整備事業の推進 

 

○農地流動化の促進及び耕作放棄地の再生 

 ・実質化された人・農地プランに基づくモデル地区における 

検討強化と、市内全域への取組の拡大 

 

○U・Iターン移住者の誘導による定住の促進 

 ・空き家情報収集・管理・利活用 

 ・シティプロモーションの推進による地域ブランド力の向上 

 

○地域資源を活用した体験型、滞在型観光の推進 

 ・東御市版体験メニューの整備と実践 

 

 

 

 

 

 
 

本
市
の
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
と
地
域
特
性
を
活

か
し
、
農
業
で
は
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
の
推

進
、
優
良
農
地
の
保
全
、
農
業
基
盤
の
整
備
を
図

り
、
営
農
意
欲
の
高
い
農
家
を
中
核
と
し
て
農
業

の
維
持
発
展
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
商
工
業
で
は
雇
用
吸
収
力
の
高
い
企
業

の
誘
致
や
新
た
な
産
業
機
能
の
誘
導
を
図
り
雇
用

の
場
の
確
保
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
既
存
企
業

の
活
力
向
上
を
促
進
し
、
市
内
勤
労
者
の
雇
用
の

安
定
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
特
色
あ
る
農
産
物
と
観
光
産
業
と
の

連
携
強
化
を
図
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
人
を
誘
い

「
住
ん
で
み
た
い
」
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
実

感
で
き
る
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

 

 

▲市の主要観光地である湯の丸高原

には、高地トレーニング施設「GMO ア

スリーツパーク湯の丸」が完成し、

400m トラックや８レーンの 50m 屋内

プールに多くの有名アスリートが合

宿のため訪れています。  

 

令和５年度重点事業 

 

▲御堂地区のヴィンヤードの全景。

非農用地に祢津地区のワイン振興

の新たな拠点となるワイン振興施

設（地域産物販売促進施設）を整備

します。 

▲移住定住促進のため、東御での暮らしを具体的にイメージできるよう、
お試しで移住体験ができる施設が整備されました。 
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○協働のまちづくりの推進と担い手の育成 

・地域づくり協議会等の市民活動団体への人的、財政的支援の強化 

 

○持続可能な財政運営の推進 

・デジタル技術の活用による住民の利便性向上と 

行政運営の効率化への取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度重点事業 

小学校区単位の地域づくりを進めています。 

「田中地区地域づくりの会」、「しげの里づく

りの会」、「祢津地域づくりの会」、「和地域づく

りの会」、「御牧ふれあいの郷づくり協議会」が

発足し、地域の皆さんが地域の課題解決や活性

化に向けた取り組みを進めています。 

 

 
 

市
民
と
行
政
が
地
域
づ
く
り
の
想
い
を
共
有
し

て
信
頼
関
係
を
築
き
、
市
民
や
地
域
、
事
業
者
な

ど
の
団
体
と
行
政
が
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の

互
い
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
市
政
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
、
市
民

と
行
政
が
情
報
を
共
有
す
る
開
か
れ
た
市
政
を
推

進
し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
市
民
参
加
を

促
進
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
や
広
域
行
政

の
推
進
、
施
策
・
事
業
の
効
率
化
及
び
財
政
力
の

強
化
を
図
る
な
ど
、
自
主
・
自
立
の
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

▲児童手当の請求や保育施設等
の利用申し込み、要介護・要支援
認定の申請及び第一体育館など
市内体育施設の利用予約などが
スマートフォンから行なえるよ
う、市民の利便性向上に向けた、
行政手続きのデジタル化に係る
環境整備を行うなど、自治体 DX
の推進を図ります。 

←通学合宿の様子（しげの里づくりの会） 

▲市役所1階窓口にキャッシュレス決済レジを導入

し、多様化する支払い方法のニーズに対応します。

（キャッシュレス決済レジのイメージ） 
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  平成 16年  ○旧東部町と旧北御牧村が合併し東御市が誕生（４月１日） 

        ○東京都大田区と友好都市提携協定、災害時相互応援協定締結 

 平成 17年  ○米・オレゴン州マドラス市と姉妹都市協定締結 

        ○東御市農産物加工施設完成 

        ○第１回東御市民まつり開催 

 平成 18年  ○定時定路線バス、デマンド交通「とうみレッツ号」運行開始 

        ○東御の日、市民憲章・市花・市木・市蝶を制定 

        ○丸山晩霞記念館開館 

 平成 19年  ○都市計画道路田中牧家線街路工事竣工 

 平成 20年  ○「とうみ Sun ライズ ワイン・リキュール特区」に認定 

 平成 21年  ○田中駅南口整備事業竣工 

 平成 22年  ○助産所とうみ開所 

        ○エフエムとうみ開局 

 平成 23年  ○秋田県美郷町と災害時相互応援協定締結 

 平成 24年  ○市役所新庁舎完成、新図書館開館 

 平成 25年  ○東部子育て支援センター開所 

 平成 26年  ○中央公民館増改築工事竣工 

        ○市制施行 10 周年 

        ○海野宿滞在型交流施設「うんのわ」オープン 

 平成 27年  ○市道田中・西海野線「海野バイパス」全線開通 

        ○「千曲川ワインバレー（東地区）特区」認定 

 平成 28年  ○明神館リニューアルオープン 

        ○東御市民まつりが「雷電まつり」へ改称して初開催 

 平成 29年  ○湯の丸高原スポーツ交流施設竣工 

 平成 30年  〇湯の丸高原スポーツ交流施設一部供用開始 

        〇住民票等コンビニ交付サービス開始 

        〇生ごみリサイクル施設竣工 

        〇北御牧庁舎に市民交流サロン・東御市文書館開設 

 平成 31年  〇ワイン＆ビアミュージアム竣工 

（令和元年）  〇台風 19 号の影響により市内に甚大な被害 

        〇ＧＭＯアスリーツパーク湯の丸屋内プール竣工 

 令和２年   〇ＧＭＯアスリーツパーク湯の丸屋内プールがＪＯＣ認定競技別強化センターに 

〇台風 19号災害により通行止めだった田中橋が復旧 

 令和３年   〇シティプロモーションロゴマーク決定 

〇東御市ふるさとＰＲ大使に丸山智己さん就任 

 令和４年   〇子どもサポートセンター開設 

        〇総合型地域スポーツクラブＳａｎｙＴＯＭＩ活動スタート 

        〇湯の丸ヒルクライム初開催 

■東御市の歩み 
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■統計資料 

人口と世帯数の推移（国勢調査） 

主要農作物収穫量（資料：R2関東農政局統計部統計企画課「農林水産統計年報・統計資

料」より） 

（万円） 

28,954 
30,157 30,944 31,271 

30,696 
30,107 30,122 

8,250 

9,319 
9,859 

10,212 

10,801 
11,070 11,260 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成２ 平成７ 平成１２ 平成１７ 平成２２ 平成２７ 令和２
総数（人） 世帯数（戸）

収穫量（トン） 

水稲

4,520 

小麦

128 

そば

13 

大豆

84 

夏はくさい

624 

夏秋キャベツ

401 

春レタス

182 

夏秋レタス

509 

夏秋きゅうり

130 
夏秋トマト

228 
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年間商品販売額（資料：商業統計調査） 

5,520,001 
5,743,475 

4,079,628 

4,814,100 

5,652,966 

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

平成16 平成19 平成24 平成26 平成28

万
円

工業製品出荷額等（資料：工業統計調査） 

7,645,491 
8,293,150 8,293,150 

7,713,064 

6,202,516 

12,725,297 
12,005,319 12,005,319 11,693,036 

9,992,063 

5,008,632 

3,651,807 3,651,807 3,920,458 3,650,101 

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３

原材料使用額等（万円） 製造品出荷額等（万円） 粗付加価値額（万円）
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540,900 555,300 548,300 

345,500 333,500 

238,200 
256,300 

176,500 

21,700 20,900 

77,200 
74,600 

77,700 

60,340 63,460 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

平成29 平成30 平成31 令和２ 令和３

人

湯の丸高原 海野宿 芸術むら公園

【一般会計、特別会計】 単位：万円 【公営企業会計】 単位：万円

会計名 収入 支出 歳入（収入） 歳出（支出）

一般会計 187億5,046 177億8,604 収益的 6億4,319 5億1,854

国民健康保険 32億8,701 32億3,320 資本的 7,823 3億9,250

介護保険 28億9,961 28億7,490 収益的 13億2,108 11億8,923

地域改善地区住宅
改修資金等貸付事業

580 577 資本的 5億9,962 10億7,965

後期高齢者医療 3億6,829 3億5,420 収益的 20億 857 19億3,055

湯の丸高原
屋内運動施設事業

2億5,626 2億5,244 資本的 1億5,138 2億6,940

・市債残高 274億9,966万円（一般・特別・企業会計）
・基金残高  54億4,816万円（一般・特別会計）
・実質公債費比率  8.4％
・将来負担比率 40.9％

水道事業

下水道事業

病院事業

会計名

財政状況（令和３年度決算） 

観光地来訪者の状況（資料：東御市の統計） 
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 東御市合併の経過  

 

 

 

平成16年4月1日

大正

　　昭和34年

　　滋野地区一部

　　小諸市へ分町

東御市

平　成

昭和28日4月

（町制施行）

昭和31日9月20日

滋野村

　昭和33年編入

明治9年

明治9年

和村

田中町 東部町

滋野村

片羽村

赤岩村

桜井村

明治22年4月1日

明　治

鞍掛村

県村

祢津東町

祢津西町

新屋村

祢津村

明治22年

新張村

出場新田村

島川原村

布下村

羽毛山村

加沢村

金井村

八重原村

下之城村

大日向村

加沢田村

姫子沢村

東上田村

海善寺村

本海野村

長坂村

北御牧村

棗田村

田中村

常田村

加沢村

夏目田村

東田沢村

上深井村

下深井村

中曽根村

栗林村

三分村

大石村

中屋敷村

別府村

昭　和

原口村

糠地村（小諸市）

井子村（小諸市）

芝生田村（小諸市）

明治9年


